
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
発信側電話番号である発番号および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を
送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側
情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交換ノードを有する通信規制システ
ムであって、
前記着信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末が遮断した発呼信号に含まれる
発番号である不完了呼発番号に対応して該不完了呼発番号の受信時刻および受信回数を格
納し、該不完了呼発番号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間が予め設定された
規定時間内で、かつ前記受信回数が予め設定された規定回数を越える場合、該不完了呼発
番号を通信規制対象となる発番号である規制発番号として前記交換ノードに送信する規制
制御装置を備え、
前記交換ノードは、
前記規制制御装置から送信される前記規制発番号を格納し、受信した発呼信号に含まれる
発番号に一致する規制発番号がある場合は、該発呼信号を送信せずに前記電話回線を遮断
し、該発呼信号に含まれる不完了呼発番号を前記規制制御装置に送信する通信規制システ
ム。
【請求項２】
発信側電話番号である発番号および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を
送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側
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情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交換ノードを有する通信規制システ
ムであって、
前記交換ノードから受信する、前記発呼信号に含まれる発番号、前記着信側情報端末の該
発呼信号受信時刻および回線遮断時刻を含む利用情報のうち、前記発呼信号を受信した着
信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末が遮断した通信である不完了呼につい
て、該発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号、前記回線遮断時刻および不完了
呼発生回数を含む不完了呼情報を予め設定された蓄積時間毎に格納し、格納した不完了呼
情報を前記蓄積時間経過毎に前記交換ノードに送信する利用情報処理装置を備え、
前記交換ノードは、
前記発呼信号の前記利用情報を前記利用情報処理装置に送信し、前記利用情報処理装置か
ら受信した前記不完了呼情報に含まれる前記回線遮断時刻間の時間が予め設定された規定
時間内で、かつ前記不完了呼発生回数が予め設定された規定回数を越える場合、該不完了
呼情報に含まれる不完了呼発番号を通信規制対象となる発番号である規制発番号として格
納し、受信した発呼信号に含まれる発番号に一致する規制発番号があるとき、該発呼信号
を送信せずに前記電話回線を遮断する通信規制システム。
【請求項３】
前記交換ノードは、
前記発番号として前記規制発番号を含む発呼信号を予め設定された待機時間保持し、前記
発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記待機時間に受信した
場合、該発呼信号を送信せずに削除し、該待機時間に前記回線切断要求信号を受信しなか
った場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に送信する請求項１または２記載の通信規制
システム。
【請求項４】
発信側電話番号である発番号および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を
送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側
情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交換ノードであって、
通信規制対象となる発番号である規制発番号、ならびに前記着信側情報端末との回線接続
前に前記発信側情報端末が遮断した発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号に対
応して該発呼信号の受信時刻および受信回数を格納するためのノード記憶部と、
受信した発呼信号に含まれる不完了呼発番号に対応して前記受信時刻および前記受信回数
を前記ノード記憶部に格納し、該発呼信号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間
が予め設定された規定時間内で、かつ前記受信回数が予め設定された規定回数を越える場
合、該不完了呼発番号を前記規制発番号として前記ノード記憶部に格納し、受信した発呼
信号に含まれる発番号に一致する規制発番号が前記ノード記憶部にあるとき、該発呼信号
を送信せずに前記電話回線を遮断するノード制御部と、
を有する交換ノード。
【請求項５】
前記ノード制御部は、
前記発番号として前記規制発番号を含む発呼信号を予め設定された待機時間前記ノード記
憶部に保持し、前記発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記
待機時間に受信した場合、該発呼信号を送信せずに前記ノード記憶部から削除し、該待機
時間に前記回線切断要求信号を受信しなかった場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に
送信する請求項４記載の交換ノード。
【請求項６】
発信側電話番号である発番号および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を
送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側
情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交換ノードによる通信規制方法であ
って、
前記交換ノードから受信する、前記着信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末
が遮断した発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号に対応して該不完了呼発番号
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の受信時刻および受信回数を格納し、
前記不完了呼発番号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間を求め、
求めた時間と予め設定された規定時間とを比較し、
求めた時間が前記規定時間内であれば、前記受信回数と予め設定された規定回数とを比較
し、
前記通知回数が前記規定回数を越える場合、前記不完了呼発番号を、通信規制対象となる
発呼信号の発番号である規制発番号として前記交換ノードに格納し、
前記発呼信号を受信すると、前記交換ノードに該発呼信号に含まれる発番号と一致する規
制発番号があるか否かを調べ、該発番号に一致する規制発番号があると、該発呼信号を送
信せずに前記電話回線を遮断する通信規制方法。
【請求項７】
発信側電話番号である発番号および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を
送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側
情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交換ノードによる通信規制方法であ
って、
前記交換ノードから受信する、前記発呼信号に含まれる発番号、前記着信側情報端末の該
発呼信号受信時刻および回線遮断時刻を含む利用情報のうち、前記発呼信号を受信した着
信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末が遮断した通信である不完了呼につい
て、該発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号、前記回線遮断時刻および不完了
呼発生回数を含む不完了呼情報を前記交換ノードに送信する利用情報処理装置を備え、
前記交換ノードから前記利用情報を受信すると、前記不完了呼情報を予め設定された蓄積
時間毎に前記利用情報処理装置に格納し、
格納した不完了呼情報を前記蓄積時間経過毎に前記利用情報処理装置から前記交換ノード
に送信し、
前記利用情報処理装置から前記不完了呼情報を受信し、該不完了呼情報に含まれる前記回
線遮断時刻間の時間が予め設定された規定時間内で、かつ前記不完了呼発生回数が予め設
定された規定回数を越える場合、該不完了呼情報に含まれる不完了呼発番号を通信規制対
象となる発呼信号の発番号である規制発番号として前記交換ノードに格納し、
前記発呼信号を受信すると、該発呼信号に含まれる発番号と一致する規制発番号が前記交
換ノードにあるか否かを調べ、該発番号に一致する規制発番号があると、該発呼信号を送
信せずに前記電話回線を遮断する通信規制方法。
【請求項８】
前記発番号として前記規制発番号を含む発呼信号を受信すると、該発呼信号を予め設定さ
れた待機時間前記交換ノードに保持し、
前記発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記待機時間に受信
した場合、該発呼信号を送信せずに前記交換ノードから削除し、該待機時間に前記回線切
断要求信号を受信しなかった場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に送信する請求項６
または７記載の通信規制方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、着信側と回線の接続を確立するために発信側から送信される発呼信号を規制す
る通信規制システム、交換ノードおよび通信規制方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、電話回線を利用して情報を送受信するための通信システムは、電話回線を利用する
ユーザ側に備えた電話機と、電話機同士を電話回線を介して通信可能に接続するための交
換ノードとを有する構成である。
【０００３】
上記従来の通話システムで、ユーザが自分の電話機を操作して他の電話機に電話をかける
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場合について説明する。
【０００４】
ユーザが、発信側電話機の受話器を持ち上げてオフフック状態にした後、着信側電話機の
電話番号をかけると、発信側電話機は発信側電話番号および着信側電話番号の情報を含む
発呼信号を電話回線を介して交換ノードに送信する。交換ノードは、発信側電話機から発
呼信号を受信すると、発呼信号に含まれる着信側電話番号を読み出して、着信側電話番号
の示す電話機への通信経路にある交換ノードに発呼信号を送信する。複数の交換ノードを
経由して、着信側電話機に接続された交換ノードが電話回線を介して発呼信号を受信する
と、発呼信号に含まれる着信側電話番号の示す電話機に発呼信号を送信する。
【０００５】
着信側電話機は、交換ノードから発呼信号を受信すると、着信があったことを着信側ユー
ザに通知するために、呼出音を出力する。着信側ユーザが受話器を取ってオフフック状態
にすると、発信側電話機および着信側電話機との回線が接続され、ユーザ同士の通話が可
能となる。
【０００６】
なお、以下では、発信側電話番号を発番号と称し、着信側電話番号を着番号と称する。
【０００７】
上記通話システムにおいて、電話機が迷惑電話の着信ができなくなるように着信規制する
方法として、ユーザが予め着信を拒否したい発番号を交換ノードに登録するものがあった
（例えば、特許文献１参照）。このようにして、ユーザは迷惑電話の着信を拒否できる。
【０００８】
一方、交換ノードを管理する事業者側は、輻輳による通信障害を回避するために、交換ノ
ードに次のような輻輳制御を設定している。一部の交換ノードに発呼信号が集中した場合
、交換ノードは、トラヒック量が処理能力の限界に達すると全ての発呼信号を転送処理で
きなくなるため、受信する発呼信号が交換ノードの処理能力限度の所定の割合に達したと
きに、緊急用発呼信号の転送処理を確保しながらトラヒック量に対応して発呼信号の転送
処理を一律規制する輻輳制御を行う。また、チケット販売などで特定の着番号に対して発
呼信号が殺到する場合、交換ノードは、特定の着番号を含む発呼信号についての転送処理
を規制する。このように輻輳制御することで、一般ユーザの利用を確保している。
【０００９】
【特許文献１】
特開平３－２４４２５７号公報
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
近年、着信側電話機が発呼信号を受信した後、回線接続前に発信側電話機が回線を遮断し
た場合の通信である不完了呼により、着信側電話機に発番号を記録させる「ワン切り」が
社会問題となっている。この「ワン切り」では、毎分何百という発呼信号を送信するもの
で、短い時間に多量に発信される発呼信号である異常発呼信号により電話回線網を輻輳さ
せ、そのまま放置すると通信障害を起こすおそれがある。
【００１１】
また、この異常発呼信号は着信先が一定ではないため、上述のチケット販売の場合のよう
に着信先指定による規制はできない。さらに、この異常発呼信号のために一律に通信規制
する輻輳制御を行うと、一般の発呼信号まで規制対象となり、ユーザへのサービス低下を
招くこととなる。
【００１２】
本発明は上記したような従来の技術が有する問題点を解決するためになされたものであり
、一般の発呼信号の送信を阻害することなく、輻輳を引き起こす発呼信号の送信を規制す
る通信規制システム、交換ノードおよび通信規制方法を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
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上記目的を達成するための本発明の通信規制システムは、発信側電話番号である発番号お
よび着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を送出し、前記発番号で特定され
る発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側情報端末と、電話回線を介して
通信可能に接続された交換ノードを有する通信規制システムであって、
前記着信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末が遮断した発呼信号に含まれる
発番号である不完了呼発番号に対応して該不完了呼発番号の受信時刻および受信回数を格
納し、該不完了呼発番号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間が予め設定された
規定時間内で、かつ前記受信回数が予め設定された規定回数を越える場合、該不完了呼発
番号を通信規制対象となる発番号である規制発番号として前記交換ノードに送信する規制
制御装置を備え、
前記交換ノードは、
前記規制制御装置から送信される前記規制発番号を格納し、受信した発呼信号に含まれる
発番号に一致する規制発番号がある場合は、該発呼信号を送信せずに前記電話回線を遮断
し、該発呼信号に含まれる不完了呼発番号を前記規制制御装置に送信する構成である。
【００１４】
また、本発明の通信規制システムは、発信側電話番号である発番号および着信側電話番号
である着番号の情報を含む発呼信号を送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、
および前記着番号で特定される着信側情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続され
た交換ノードを有する通信規制システムであって、前記交換ノードから受信する、前記発
呼信号に含まれる発番号、前記着信側情報端末の該発呼信号受信時刻および回線遮断時刻
を含む利用情報のうち、前記発呼信号を受信した着信側情報端末との回線接続前に前記発
信側情報端末が遮断した通信である不完了呼について、該発呼信号に含まれる発番号であ
る不完了呼発番号、前記回線遮断時刻および不完了呼発生回数を含む不完了呼情報を予め
設定された蓄積時間毎に格納し、格納した不完了呼情報を前記蓄積時間経過毎に前記交換
ノードに送信する利用情報処理装置を備え、
前記交換ノードは、
前記発呼信号の前記利用情報を前記利用情報処理装置に送信し、前記利用情報処理装置か
ら受信した前記不完了呼情報に含まれる前記回線遮断時刻間の時間が予め設定された規定
時間内で、かつ前記不完了呼発生回数が予め設定された規定回数を越える場合、該不完了
呼情報に含まれる不完了呼発番号を通信規制対象となる発番号である規制発番号として格
納し、受信した発呼信号に含まれる発番号に一致する規制発番号があるとき、該発呼信号
を送信せずに前記電話回線を遮断する構成である。
【００１５】
また、上記本発明の通信規制システムにおいて、前記交換ノードは、
前記発番号として前記規制発番号を含む発呼信号を予め設定された待機時間保持し、前記
発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記待機時間に受信した
場合、該発呼信号を送信せずに削除し、該待機時間に前記回線切断要求信号を受信しなか
った場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に送信することとしてもよい。
【００１６】
一方、上記目的を達成するための本発明の交換ノードは、発信側電話番号である発番号お
よび着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を送出し、前記発番号で特定され
る発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側情報端末と、電話回線を介して
通信可能に接続された交換ノードであって、
通信規制対象となる発番号である規制発番号、ならびに前記着信側情報端末との回線接続
前に前記発信側情報端末が遮断した発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号に対
応して該発呼信号の受信時刻および受信回数を格納するためのノード記憶部と、
受信した発呼信号に含まれる不完了呼発番号に対応して前記受信時刻および前記受信回数
を前記ノード記憶部に格納し、該発呼信号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間
が予め設定された規定時間内で、かつ前記受信回数が予め設定された規定回数を越える場
合、該不完了呼発番号を前記規制発番号として前記ノード記憶部に格納し、受信した発呼
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信号に含まれる発番号に一致する規制発番号が前記ノード記憶部にあるとき、該発呼信号
を送信せずに前記電話回線を遮断するノード制御部と、
を有する構成である。
【００１７】
また、上記本発明の交換ノードにおいて、前記ノード制御部は、
前記発番号として前記規制発番号を含む発呼信号を予め設定された待機時間前記ノード記
憶部に保持し、前記発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記
待機時間に受信した場合、該発呼信号を送信せずに前記ノード記憶部から削除し、該待機
時間に前記回線切断要求信号を受信しなかった場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に
送信することとしてもよい。
【００１８】
また、上記目的を達成するための本発明の通信規制方法は、発信側電話番号である発番号
および着信側電話番号である着番号の情報を含む発呼信号を送出し、前記発番号で特定さ
れる発信側情報端末、および前記着番号で特定される着信側情報端末と、電話回線を介し
て通信可能に接続された交換ノードによる通信規制方法であって、
前記交換ノードから受信する、前記着信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末
が遮断した発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号に対応して該不完了呼発番号
の受信時刻および受信回数を格納し、
前記不完了呼発番号の受信時刻と格納された受信時刻との差の時間を求め、
求めた時間と予め設定された規定時間とを比較し、
求めた時間が前記規定時間内であれば、前記受信回数と予め設定された規定回数とを比較
し、
前記通知回数が前記規定回数を越える場合、前記不完了呼発番号を、通信規制対象となる
発呼信号の発番号である規制発番号として前記交換ノードに格納し、前記発呼信号を受信
すると、前記交換ノードに該発呼信号に含まれる発番号と一致する規制発番号があるか否
かを調べ、該発番号に一致する規制発番号があると、該発呼信号を送信せずに前記電話回
線を遮断するものである。
【００１９】
また、本発明の通信規制方法は、発信側電話番号である発番号および着信側電話番号であ
る着番号の情報を含む発呼信号を送出し、前記発番号で特定される発信側情報端末、およ
び前記着番号で特定される着信側情報端末と、電話回線を介して通信可能に接続された交
換ノードによる通信規制方法であって、
前記交換ノードから受信する、前記発呼信号に含まれる発番号、前記着信側情報端末の該
発呼信号受信時刻および回線遮断時刻を含む利用情報のうち、前記発呼信号を受信した着
信側情報端末との回線接続前に前記発信側情報端末が遮断した通信である不完了呼につい
て、該発呼信号に含まれる発番号である不完了呼発番号、前記回線遮断時刻および不完了
呼発生回数を含む不完了呼情報を前記交換ノードに送信する利用情報処理装置を備え、
前記交換ノードから前記利用情報を受信すると、前記不完了呼情報を予め設定された蓄積
時間毎に前記利用情報処理装置に格納し、
格納した不完了呼情報を前記蓄積時間経過毎に前記利用情報処理装置から前記交換ノード
に送信し、
前記利用情報処理装置から前記不完了呼情報を受信し、該不完了呼情報に含まれる前記回
線遮断時刻間の時間が予め設定された規定時間内で、かつ前記不完了呼発生回数が予め設
定された規定回数を越える場合、該不完了呼情報に含まれる不完了呼発番号を通信規制対
象となる発呼信号の発番号である規制発番号として前記交換ノードに格納し、
前記発呼信号を受信すると、該発呼信号に含まれる発番号と一致する規制発番号が前記交
換ノードにあるか否かを調べ、該発番号に一致する規制発番号があると、該発呼信号を送
信せずに前記電話回線を遮断するものである。
【００２０】
さらに、上記本発明の通信規制方法において、前記発番号として前記規制発番号を含む発
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呼信号を受信すると、該発呼信号を予め設定された待機時間前記交換ノードに保持し、
前記発信側情報端末から回線切断を要求する旨の回線切断要求信号を前記待機時間に受信
した場合、該発呼信号を送信せずに前記交換ノードから削除し、該待機時間に前記回線切
断要求信号を受信しなかった場合、該発呼信号を前記着信側情報端末に送信することとし
てもよい。
【００２１】
（作用）
本発明では、規定時間内に規定回数を越える発呼信号を送信する側の発番号が特定され、
その発番号が通信規制の対象となる規制番号として交換ノードに登録されるため、交換ノ
ードは、受信する発呼信号に含まれる発番号を読み出して規制番号であるか否かを調べ、
発番号に一致する規制番号があると、その発呼信号を送信せずに回線を遮断する。そのた
め、短い時間に多量に発信される発呼信号である異常発呼信号が他の発呼信号を阻害する
ことを防ぎ、輻輳を引き起こす発呼信号を規制できる。
【００２２】
また、本発明では、交換ノードは、不完了呼情報をモニタしなくても、利用情報処理装置
より不完了呼情報を受信する。そのため、受信した不完了呼情報から規制番号を特定して
格納し、発番号として規制番号を含む発呼信号を受信すると、その発呼信号を異常発呼信
号と判断して送信せずに回線を遮断し、輻輳を防止できる。
【００２３】
さらに、本発明では、交換ノードは、発番号として規制番号を含む発呼信号を受信すると
、発呼信号を待機時間保持し、待機時間に回線切断要求がなければ、その発呼信号を着信
側情報端末に送信する。そのため、規制番号テーブルに誤って登録された発番号を含む発
呼信号であっても、待機時間に発信元で回線を切らなければ、発呼信号が着信先の情報端
末へ送信される。
【００２４】
【発明の実施の形態】
本発明の通信規制システムは、規定時間内に規定回数を越える不完了呼を起こす発呼信号
の発番号を特定する規制制御装置を設け、交換ノードが、特定された発番号を含む発呼信
号について回線を遮断するものである。
【００２５】
（第１実施例）
本発明の通信規制システムについて説明する。なお、以下では、発呼信号を規制する部分
の構成および動作について説明し、交換ノードが備える、一般的な交換機としての機能の
構成と動作については、その詳細な説明を省略する。
【００２６】
図１（ａ）は本発明の通信規制システムの一構成例を示すブロック図である。
【００２７】
本発明の通信規制システムは、通信規制対象となる発番号である規制発番号を格納し、規
制発番号を含む発呼信号を規制する交換ノード２０ａおよび２０ｂと、規制番号を交換ノ
ード２０ａおよび２０ｂに通知する規制制御装置１０とを有する構成である。規制制御装
置１０は、交換ノード２０ａおよび２０ｂと信号線５０を介して接続されている。
【００２８】
交換ノード２０ａの下位にグループ交換ノード３０ａおよび３０ｂが電話回線４０を介し
て接続され、交換ノード２０ｂの下位にグループ交換ノード３０ｃおよび３０ｄが電話回
線４０を介して接続されている。グループ交換ノード３０ａ～３０ｄの下位には、ユーザ
側に備えた情報端末として電話機（不図示）が電話回線を介して接続されている。
【００２９】
なお、以下では、交換ノード２０ａおよび２０ｂは同様の構成であるため、交換ノード２
０ａについて説明する。また、グループ交換ノード３０ａ～３０ｄは同様の構成であるた
め、交換ノードおよびグループ交換ノードにおける情報の送受信については、交換ノード
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２０ａおよびグループ交換ノード３０ａの場合で説明する。
【００３０】
事業者が、規制制御装置１０、交換ノード２０ａおよび２０ｂ、グループ交換ノード３０
ａ～３０ｄ、ならびに各装置を接続する電話回線４０および信号線５０を含む交換網６０
を管理し、このような交換網６０が電話回線４０を介して複数接続されている。
【００３１】
次に、各構成について詳細に説明する。
【００３２】
図１（ｂ）は規制制御装置および交換ノードの一構成例を示すブロック図である。
【００３３】
交換ノード２０ａは、規制発番号を登録するための規制番号テーブルを保存するノード記
憶部２２ａと、発呼信号に含まれる発番号を検索条件にして規制番号テーブルを調べるノ
ード制御部２４ａとを有する構成である。
【００３４】
ノード制御部２４ａは、下位のグループ交換ノード３０ａから受信した発呼信号が不完了
呼の場合、発呼信号から発番号を読み出し、読み出した発番号を不完了呼発番号として規
制制御装置１０に送信する。規制制御装置１０から規制番号を受信すると、規制番号をノ
ード記憶部２２ａの規制番号テーブルに格納する。
【００３５】
また、下位のグループ交換ノード３０ａから発呼信号を電話回線４０を介して受信すると
、発呼信号に含まれる発番号を検索条件にして規制番号テーブルを調べ、一致する発番号
があると、その発呼信号を送信することなく回線を遮断する。また、その発番号を不完了
呼発番号として規制制御装置１０に送信する。
【００３６】
規制制御装置１０は、不完了呼発番号についての情報を登録するための登録テーブルを保
存する発番号記憶部１２と、不完了呼発番号から規制発番号を決定する規制番号制御部１
４と、ディスプレイおよびプリンタ等の出力部１６と、保守者が指示を入力するための入
力部１８とを有する構成である。
【００３７】
規制番号制御部１４は、交換ノード２０ａから不完了呼発番号を受信すると、受信した不
完了呼発番号が登録されているか否かを登録テーブルを調べ、登録されていない場合、不
完了呼発番号の受信時刻、および受信回数を登録テーブルに格納する。なお、以下では、
受信時刻を通知時刻と称し、受信回数を通知回数と称する。
【００３８】
また、受信した不完了呼発番号が登録されている場合、不完了呼発番号の通知時刻と格納
された通知時刻との差の時間を求め、求めた時間が予め設定された規定時間内であるか否
かを判定する。続いて、求めた時間が規定時間内であれば、通知回数が予め設定された規
定回数を越えているか否かを判定し、規定回数を越えていれば、受信した不完了呼発番号
を規制番号として交換ノード２０ａに送信する。
【００３９】
さらに、求めた時間が規定時間内であるか否かの判定の際、求めた時間が規定時間を越え
ていれば、受信した不完了呼発番号について、登録テーブルの通知回数をリセットし、通
知時刻を登録する。また、通知回数が規定回数を越えているか否かの判定の際、通知回数
が予め設定された規定回数内であれば、登録テーブルの通知回数を更新する。
【００４０】
なお、ノード制御部２４ａおよび規制番号制御部１４は、プログラムを格納するためのメ
モリ（不図示）と、プログラム制御により所定の処理を実行するＣＰＵ（不図示）とを備
えている。規制番号制御部１４のメモリに格納されたプログラムに、規定時間、規定回数
、規制解除時間、および登録解除時間が予め設定されている。
【００４１】
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次に、上述した構成の通信規制システムの動作手順を説明する。
【００４２】
図２は、交換ノードが不完了呼発番号を規制制御装置へ通知する動作、および規制制御装
置が規制番号を交換ノードに通知する動作を示すフローチャートである。
【００４３】
図に示すように、交換ノード２０ａは、グループ交換ノード３０ａから発呼信号を受信す
ると、受信した発呼信号の送信先に合わせた電話回線４０に発呼信号を転送し、転送した
発呼信号による通信が不完了呼であった場合、発呼信号から発番号を読み出して不完了呼
発番号として規制制御装置１０に送信する（ステップＳ２－１）。
【００４４】
続いて、ステップＳ２－２で、規制制御装置１０は、交換ノード２０ａから不完了呼発番
号を受信すると、不完了呼発番号が通信規制の対象となる発番号であるか否かを、後述す
る方法で判定し、判定の結果、通信規制の対象である場合には、その発番号を規制発番号
として交換ノード２０ａに送信する。交換ノード２０ａは、規制制御装置１０から規制発
番号を受信すると、規制発番号をノード記憶部２２ａの規制番号テーブルに格納する。ま
た、保守者に対して、規制を開始したことを示すメッセージをプリンタに印字出力したり
、アラームを鳴らしたりして、規制を開始したことを通知する。
【００４５】
その後、図２のステップＳ２－３に示すように、交換ノード２０ａは、発呼信号を受信す
ると、発呼信号の発番号と規制番号テーブルに登録された規制発番号とを比較し、発番号
と一致する規制発番号がある場合に、その発呼信号を送信先となる電話回線４０に送るこ
となく、規制発番号の発信側の電話回線４０を遮断する。
【００４６】
また、交換ノード２０ａは、その規制発番号を規制制御装置１０に不完了呼発番号として
送信する。規制制御装置１０は、交換ノード２０ａから不完了呼発番号を受信すると、不
完了呼発番号に対応する通知時刻および通知回数を更新する。
【００４７】
次に、規制制御装置１０が、交換ノード２０ａから受信した不完了呼発番号が通信規制の
対象となる発番号であるか否かを判定する動作について説明する。
【００４８】
図３は規制制御装置の動作手順を示すフローチャートである。
【００４９】
ステップＳ３－１に示すように、規制制御装置１０は、交換ノード２０ａから不完了呼発
番号を受信すると、受信した不完了呼発番号が登録テーブルに登録されているか否かを調
べ（ステップＳ３－１１）、受信した不完了呼発番号に一致する番号が登録されていない
場合、その不完了呼発番号とともに、通知時刻および通知回数を登録テーブルに格納する
。
【００５０】
一方、ステップＳ３－１１で、受信した不完了呼発番号に一致する番号が登録テーブルに
登録されている場合、受信した不完了呼発番号の通知時刻と、不完了呼発番号とともに格
納された通知時刻との差の時間を求め、求めた時間が予め設定された規定時間を越えてい
るか否かを調べる（ステップＳ３－１２）。求めた時間が規定時間を越えている場合、通
信規制対象にならないものと判定して、通知回数をリセットし、新たな通知時刻を登録す
る。
【００５１】
ステップＳ３－１２で、求めた時間が規定時間内である場合には、通知回数および通知時
刻を更新する。続いて、通知回数と予め設定された規定回数とを比較し（ステップＳ３－
１３）、通知回数が規定回数を越えている場合、その不完了呼発番号を発番号とする発呼
信号を通信規制の対象にするものと判定し、不完了呼発番号を規制発番号として交換ノー
ド２０ａに送信する。交換ノード２０ａは規制制御装置１０から規制発番号を受信すると
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、この規制発番号を含む発呼信号を通信規制の対象にするために、規制発番号を規制番号
テーブルに格納する。なお、ステップＳ３－１３で、通知回数が規定回数以下であれば、
通信規制の対象とするか否かを引き続き判定するために、通知回数を更新する。
【００５２】
次に、規制制御装置１０が交換ノード２０ａに通信規制を解除させる動作について説明す
る。
【００５３】
図３のステップＳ３－２に示すように、規制制御装置１０は、登録テーブルに格納した不
完了呼発番号のうち通知時刻から予め設定された規制解除時間を越える番号があると、通
信規制を解除するために、通信規制の解除対象の発番号である解除発番号として交換ノー
ド２０ａに送信する。交換ノード２０ａは、規制制御装置１０から解除発番号を受け取る
と、解除発番号に一致する規制発番号を規制番号テーブル内を捜して規制番号テーブルか
ら削除する。
【００５４】
このようにして、通信規制する必要のない発番号を規制番号テーブルから削除することで
、交換ノード２０ａは、発呼信号から読み出した発番号について規制番号テーブルで検索
する際、検索のための負荷が軽減される。
【００５５】
一方、規制制御装置１０は、登録テーブルに格納した不完了呼発番号のうち通知時刻から
予め設定された登録解除時間を越える番号があると、通信規制すべきか否かの判定対象か
ら除くために、その不完了呼発番号、ならびに不完了呼発番号に対応して格納された通知
時刻および通知回数を登録テーブルから削除する。このように、登録解除時間を越える番
号を判定対象から除くことで、規制番号制御部１４は、不完了呼発番号を検索する際、検
索のための負荷が軽減される。
【００５６】
なお、規定時間、規定回数、規制解除時間、および登録解除時間は、上述のように予めプ
ログラムに設定されていてもよく、保守者が規制制御装置１０の入力部１８を操作するこ
とで設定され、発番号記憶部１２に保存されるようにしてもよい。
【００５７】
また、保守者が規制制御装置１０の入力部１８を操作することで、交換ノード２０ａのノ
ード記憶部２２ａに格納された規制番号を規制対象から解除できるようにしてもよい。ま
た、保守者による規制解除の入力がなければ、規制制御装置１０はノード記憶部２２ａに
格納された規制発番号を規制対象から解除できないようにしてもよい。この場合、交換ノ
ード２０ａは、規制発番号を不完了呼発番号とする発呼信号を受信した際、不完了呼発番
号を規制制御装置１０に通知しなくてもよい。この通知を省略することで、規制制御装置
１０および交換ノード２０ａにおける情報の送受信回数を減らすことができる。
【００５８】
また、規制対象となる発呼信号の発信元につながる電話回線が予め特定できる場合、保守
者が規制制御装置１０の入力部１８を操作して、特定した電話回線を交換ノード２０ａに
指定することで、交換ノード２０ａは指定された回線からの発呼信号を規制制御装置１０
への通知対象とする。この場合、交換ノード２０ａは、指定されなかった回線の不完了呼
を監視する必要がないので、不完了呼を監視するための負担が軽減される。
【００５９】
また、ユーザ側に備えた情報端末が携帯電話機であって、交換ノード３０ａ～３０ｄが基
地局に接続される構成であってもよい。
【００６０】
さらに、規制制御装置１０が、グループ交換ノード３０ａ～３０ｄに接続される構成でも
よく、グループ交換ノード３０ａ～３０ｄの下位に交換ノードを設け、新たに設けられた
交換ノードに接続される構成でもよい。
【００６１】
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本発明では、上述のようにして、規制制御装置１０が規定時間内に規定回数を越える不完
了呼を起こす発呼信号の発番号を特定し、交換ノード２０ａが、特定された発番号を含む
発呼信号について回線を遮断する。そのため、短い時間に多量に発信される発呼信号であ
る異常発呼信号が他の発呼信号を阻害することを防ぎ、輻輳を引き起こす発呼信号を規制
できる。
【００６２】
また、ユーザが自分の情報端末に異常発呼信号の受信を拒否するための設定をしなくても
、ユーザの情報端末が異常発呼信号を受信することを防げる。
【００６３】
さらに、規制制御装置１０が、複数の交換ノード２０ａおよび２０ｂから不完了呼につい
ての情報を収集し、収集した情報から規制発番号を特定して、交換ノード２０ａおよび２
０ｂに規制発番号の情報を通知しているため、複数の交換ノード２０ａおよび２０ｂが規
制制御装置１０で特定された規制発番号の情報を共有できる。
【００６４】
なお、図４に示すように、規制制御装置１０および交換ノード２０ａの代わりに、交換ノ
ード２０ａに規制制御装置１０の機能を備えた交換ノード２００ａを設けるようにしても
よい。また、交換ノード２００ａおよび２００ｂのように、複数備えてもよい。この場合
、各交換ノード２００ａ、２００ｂは、上述のようにして、規制番号を格納し、発呼番号
から発番号を読み出して、規制の対象になるか否かを判断し、規制番号に一致する発番号
であれば、回線を遮断する。
【００６５】
（第２実施例）
本実施例は、発呼信号の受信時刻、および回線の遮断時刻等を含む利用情報を収集し、利
用情報から不完了呼発番号を特定するものである。なお、上記第１実施例と同様な構成に
ついては同一の符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００６６】
図５は本実施例の通信規制システムの一構成例を示すブロック図である。
【００６７】
図に示すように、本実施例の通信規制システムは、規制制御装置１０および交換ノード２
０ａを備える他、交換ノード２０ａから利用情報を信号線５２を介して収集し、利用情報
から読み出した不完了呼発番号を信号線５４を介して規制制御装置１０に送信するワーク
ステーションおよびサーバ等の利用情報処理装置７０を有する構成である。以下に、各構
成の動作について説明する。
【００６８】
交換ノード２０ａは、受信する発呼信号に含まれる発番号および着番号、ならびに発呼信
号に対応して、着信側電話機が発呼信号を受信した時刻および発呼信号受信後の回線遮断
時刻を含む利用情報を利用情報処理装置７０に送信する。なお、回線遮断時刻には、不完
了呼の場合による遮断時刻と、着信側電話機が発呼信号を受信した後回線が接続された通
信である完了呼の場合の遮断時刻とがある。
【００６９】
利用情報処理装置７０は、予め設定された蓄積時間毎に、交換ノード２０ａから受信する
利用情報のうち、発呼信号が不完了呼の場合について、不完了呼発番号、ならびに不完了
呼発番号に対応して、前記回線遮断時刻、および不完了呼発生回数を含む不完了呼情報を
格納し、不完了呼情報を蓄積時間経過毎に規制制御装置１００に送信する。規制制御装置
１０は、利用情報処理装置７０から不完了呼情報を受信すると、不完了呼情報から回線遮
断時刻および不完了呼発生回数を読み出して、第１実施例と同様に、回線遮断時刻間の時
間が規定時間を越えるか否かを判定し、その時間が規定時間内である場合には、不完了呼
発生回数が規定回数を越えるか否かを判定する。
【００７０】
また、利用情報処理装置７０は、交換ノード２０ａから受信した利用情報のうち、発呼信
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号が完了呼の場合、発呼信号に含まれる発番号に対応して、発呼信号受信時刻から回線遮
断時刻までの利用時間を求め、利用時間に応じた料金を算出して格納する。
【００７１】
なお、蓄積時間は、予めプログラムに設定されていてもよく、保守者が利用情報処理装置
７０を操作することで設定されるようにしてもよい。
【００７２】
本実施例では、規制制御装置１０は利用情報処理装置７０から受信する不完了呼情報から
規制発番号を特定するため、交換ノード２０ａは、下位のグループ交換ノード３０ａから
受信する発呼信号を監視しなくてもよく、不完了呼を監視するための負担が軽減される。
【００７３】
なお、本実施例においても、上記第１実施例と同様に、交換ノード２０ａが規制制御装置
１０の機能を備えるようにしてもよい。
【００７４】
（第３実施例）
本実施例は、交換ノードが発呼信号を受信してから送信するまで、発呼信号を保持するた
めの待機時間を設け、待機時間に不完了呼が発生しなければ、受信した発呼信号を送信す
るものである。
【００７５】
なお、本実施例の通信規制システムは、上記第１実施例および第２実施例のいずれかの場
合について、交換ノード２０ａに発呼信号を保持する動作を追加したものであるため、以
下では、上記第１実施例および第２実施例と同様な構成および動作についての詳細な説明
を省略する。
【００７６】
はじめに、待機時間の設定方法について説明する。
【００７７】
保守者が規制制御装置１０の入力部１８を操作して規制制御装置１０に待機時間を入力す
ると、規制番号制御部１４は、入力された待機時間を交換ノードに送信する。交換ノード
２０ａは、規制制御装置１０から待機時間を受信すると、ノード記憶部２２ａに待機時間
の情報を格納する。このようにして、保守者が決めたタイミングで発呼信号が送信される
ように待機時間が設定される。
【００７８】
次に、交換ノード２０ａが発呼信号を保持する動作について説明する。
【００７９】
図６は、本実施例の動作を示すフローチャートである。
【００８０】
ステップＳ６－１に示すように、交換ノード２０ａは、グループ交換ノード３０ａから発
呼信号を受信すると、受信した発呼信号に含まれる発番号が規制番号テーブルに登録され
ているか否かを調べる。調べた結果、その発番号に一致する規制番号が登録されていると
、発呼信号をノード記憶部２２ａに上記待機時間保持する。待機時間に発信側から回線切
断を要求する旨の回線切断要求信号を受信すると、交換ノード２０ａは、発呼信号を送信
せずに、保持した発呼信号をノード記憶部２２ａから削除する。
【００８１】
一方、交換ノード２０ａは、グループ交換ノード３０ａから発呼信号を受信すると、ステ
ップＳ６－１と同様に、受信した発呼信号に含まれる発番号が規制番号テーブルに登録さ
れているか否かを調べ、その発番号に一致する規制番号が登録されていると、発呼信号を
ノード記憶部２２ａに上記待機時間保持する。続いて、ステップＳ６－２に示すように、
待機時間に回線切断要求信号を受信しなければ、交換ノード２０ａは、不完了呼ではない
と判断し、着信先に接続された回線に発呼信号を送信する。
【００８２】
本実施例では、上述のようにして、不完了呼を起こす発呼信号を規制するだけでなく、規

10

20

30

40

50

(12) JP 3716253 B2 2005.11.16



制番号テーブルに誤って登録された発番号であっても、発信元で待機時間内に回線を切ら
なければ、発呼信号が着信先の情報端末へ送信される。
【００８３】
なお、本実施例では、待機時間は、上述のようにして保守者により設定されてもよいが、
予めノード制御部２４ａのメモリ（不図示）に格納されたプログラムに設定されていても
よい。
【００８４】
また、保守者が規制制御装置１０を操作して待機時間を交換ノード２０ａに入力してもよ
いが、交換ノード２０ａが待機時間を入力するための入力部を備えるようにしてもよい。
【００８５】
【発明の効果】
本発明は以上説明したように構成されているので、以下に記載する効果を奏する。
【００８６】
本発明では、交換ノードが異常発呼信号を発信する側の電話番号を特定して通信規制を実
施することで、一般ユーザからの発呼信号に影響を与えることなく、異常発呼信号が一部
の回線に集中することで引き起こされる輻輳を回避できる。
【００８７】
また、交換ノードは、発呼信号を受け付けると、その発呼信号が規制対象であるかどうか
を判断し、規制対象である場合には回線を遮断するため、社会問題となっている「ワン切
り」の発呼信号をユーザの電話機に着信させることがない。
【００８８】
さらに、保守者が、異常発呼信号の発信元を特定して、その発信元につながる電話回線を
遮断する操作をしなくても、異常発呼信号の発生を検出して通信規制するため、交換網の
輻輳を早い段階で防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の通信規制システムの一構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の通信規制システムの動作手順を示すフローチャートである。
【図３】本発明の通信規制システムの動作手順を示すフローチャートである。
【図４】第１実施例の通信規制システムの他の構成を示すブロック図である。
【図５】第２実施例の通信規制システムの一構成例を示すブロック図である。
【図６】第３実施例の通信規制システムの動作手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０　　規制制御装置
１２　　発番号記憶部
１４　　規制番号制御部
１６　　出力部
１８　　入力部
２０ａ、２０ｂ　　交換ノード
２２ａ　　ノード記憶部
２４ａ　　ノード制御部
３０ａ～３０ｄ　　グループ交換ノード
４０　　電話回線
５０、５２、５４　　信号線
６０　　交換網
７０　　利用情報処理装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

(15) JP 3716253 B2 2005.11.16



フロントページの続き

(72)発明者  池沢　典
            東京都港区三田一丁目４番２８号　日本電気通信システム株式会社内
(72)発明者  田村　雅彦
            東京都港区三田一丁目４番２８号　日本電気通信システム株式会社内

    審査官  松元　伸次

(56)参考文献  特開平０９－００９３５７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１１２６５３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１７２７７６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１８００５１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－２４４２５７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04M  3/00、3/16-3/20、3/38-3/40、3/42-3/436、7/00-7/16

(16) JP 3716253 B2 2005.11.16


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

